
平成２０年度 事業計画のあらまし 

 

 

平成２０年度事業計画のポイント 

 【完成事業】 

・ 直轄石川海岸（小松
こ ま つ

工区）の整備推進【人工リーフ５基目完成】 

・ 海岸堤防災害復旧工事（小松
こ ま つ

、片山津
か た や ま づ

工区）の完成 

 

  【継続事業等】 

・ 手取
て ど り

川
がわ

水系手取
て ど り

川
がわ

 堤防の質的整備の推進（急流河川対策） 

・ 手取
て ど り

川
がわ

水系手取
て ど り

川
がわ

 自然再生事業 

・ 梯
かけはし

川
がわ

水系 梯
かけはし

川
がわ

 梯
かけはし

川
がわ

重点区間改修事業の推進 

・ 手取
て ど り

川
がわ

水系牛首
うしくび

川
がわ

 別当出合
べっとうであい

床固工群の整備推進 

・ 手取
て ど り

川
がわ

水系牛首
う し く び

川
がわ

 女原
おなばら

上流砂防えん堤の整備推進 

・ 手取
て ど り

川
がわ

水系 砂防えん堤補強対策 

・ 甚之
じ ん の

助谷
すけたに

地区地すべり対策事業の整備推進 
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１．基本方針 

  限られた予算の中、効果の高い事業への重点投資を図り、事業評価の厳格な実施、公

共工事のコスト縮減、入札・契約制度に係る競争性・透明性の向上の実施により、一層

効果的かつ効率的に事業を推進するとともに、現在進行中のプロジェクトの早期供用を

推進します。 

 

 

２．主要施策 

◆ 安全で安心な地域づくり◆◆ 

【完成事業】 

○直 轄
ちょっかつ

石川
いしかわ

海岸
かいがん

（小松
こ ま つ

工区）の整備推進                         ・・・資料１ 

（予算額 約７．２億円） 

  海岸
かいがん

侵 食
しんしょく

が著しく護岸
ご が ん

等の被災が頻発している小松
こ ま つ

工区
こ う く

で、侵食対策として人工
じんこう

リ

ーフ（５基目暫定完成）を整備します。（小松
こ ま つ

市） 

 

○平成１９年１月冬期風浪、平成１９年１０月低気圧、平成１９年１１月冬期風浪により

被災した海岸堤防の災害復旧工事完成【石川海岸（小松
こ ま つ

、片山津
か た や ま づ

工区）】 

・・・資料２，３，４ 

（予算額 約２．２億円） 

  平成１９年１月７日冬期風浪により被災を受けた小松市浜
はま

佐
さ

美
み

地先、平成１９年１０月

２０日低気圧により被災を受けた小松市安宅新
あ た か し ん

地先及び平成１９年１１月１２日冬期風

浪により被災を受けた加賀市篠原
しのはら

地先の海岸堤防災害復旧工事を完成させます。

（小松
こ ま つ

市、加賀
か が

市） 

 

 

【継続事業等】 

○ 堤防の質的整備の促進（急流河川対策）【手取
て ど り

川
がわ

】              ・・・資料５ 

（予算額 約１．８億円） 

  急流河川の洪水エネルギーに対して十分な安全性を確保するため、既設堤防に腹付

け盛土をするとともに光ファイバーケーブルによる侵食モニタリングセンサーの整備を

実施します。平成２０年度は引き続き、能美
の み

市出口
で ぐ ち

地区において整備を推進します。

（能美
の み

市） 
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○ 大規模引堤
ひきてい

による治水安全度向上(重点区間改修)【 梯
かけはし

川
がわ

】         ・・・資料６ 

（予算額 約１８億円） 

  前川
まえかわ

合流点から鍋
なべ

谷川
たにがわ

合流点までの間を重点改修区間と位置づけ、下流部より順次

引堤
ひきてい

による堤防整備を行っており、引き続き重点改修区間の堤防整備（引堤）等を推

進します。平成２０年度は、小松
こ ま つ

地区
ち く

の堤防整備（引堤）を推進するため用地買収等

（水路・市道付替等）、附帯施設（小松大橋・天神水管橋等）の改築等を促進します。

（小松
こ ま つ

市） 

 

○ 手取川水系別当出合床固工
べっとうであいとこがためこう

群の整備促進（白峰
しらみね

地区）           ・・・資料７ 

（予算額 約５億円） 

荒廃した別当
べっとう

谷
たに

の渓床の安定化を図るため、別当出合床固工
べっとうであいとこがためこう

群の整備を推進します。

（白山
はくさん

市） 

 

○ 手取川水系女原
おなばら

上流
じょうりゅう

砂防えん堤の整備促進（女
おな

原
ばら

地区）          ・・・資料８ 

（予算額 約２億円） 

白山市女
おな

原
ばら

上・下渓流は、渓床に堆積した土砂が豪雨等によって土石流化する恐れ

があり、下流の民家や研修センター、集会所などに被害を及ぼす恐れがあることから土

石流危険渓流に指定されています。女原
おなばら

地区を土石流災害から保全するため、土石流

対策の整備を実施します。（白山
はくさん

市） 

 

○ 手取川水系砂防えん堤補強対策（牛首
う し く び

川・尾
お

添
ぞ

川）             ・・・資料９ 

（予算額 約８．６億円） 

手取川水系の砂防事業は、大正元年に石川県、昭和２年からは国による工事が実施

され、老朽化や不安定な状態となっている砂防えん堤が多数存在しています。土石流

や大規模土砂流出に備え、機能・安全度の評価により機能低下及び下流への影響が

大きい施設から順次補修・補強等の機能保全を図る必要があるため、平成２０年度から

手取川水系における砂防えん堤の補強を図ります。（白山
はくさん

市） 

 

○ 甚之
じ ん の

助谷
すけたに

地区地すべり対策事業の整備促進（白峰
しらみね

地区）          ・・・資料 10 

 （予算額 約３．８億円） 

 白山の南西側斜面、手取川の最上流部に位置する甚之
じ ん の

助谷
すけたに

地区において、地すべり

の原因となる地下水の排除を主体とした地すべり防止対策事業を推進します。（白山
はくさん

市） 
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◆ 美しさと文化の香りがする地域づくり◆◆ 

【継続事業等】 

○ 魅力ある河川空間の創出（自然再生事業）【手取
て ど り

川
がわ

】               ・・・資料 11 

（予算額 約０．６億円） 

   かつて、手取川は扇状地
せ ん じ ょ う ち

河川の特徴としての原風景である「石の河原」が手取川全

川に広がっていましたが、現状で河床
か し ょ う

の低下により一部河床
か し ょ う

に岩が露出
ろし ゅつ

してきており、

河川の流況によっては、魚類等の生息環境が悪化してきているため、バランスのとれ

た河川環境の保全に配慮しつつ、石川県の名の由来となった手取川の原風景である

「石の河原」の復元に取り組みます。（白山
はくさん

市） 

 


